
横浜市長
　　年　　月　　日

請求者（申立人）

区

昭和・平成　　　年　　　　月　　　　日生　

－ －

　　年　　月　　日

　　年　　月　　日

　　年　　月　　日

　　年　　月　　日

□　離婚協議中につき別居している □　離婚後別居している
（離婚日：令和　　年　　月　　日）

□　離婚協議を取りやめている（児童手当法第４条４項の規定に係る支給要件はなくなります）

□　離婚調停に係る調停期日通知書（又は呼出状）のコピー □　事件係属証明書

□　調停不成立証明書のコピー □　離婚裁判に係る控訴状の副本

□　弁護士等が作成した書類 □　協議離婚申し入れに係る内容証明郵便の謄本

※横浜市使用欄　

福祉コード＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

児童手当の受給資格に係る
　　　　（同居優先）

確認者入力者

氏 名

住 所

（児童等との続柄：　　　　）

フ リ ガ ナ

フ リ ガ ナ

　　私は、児童手当法（昭和46年法律第73号）第４条第４項の規定に基づき、児童等と同居している者
  として、次のとおり申し立てます。
　　記載内容が事実と異なっていた場合は、児童手当の認定の取消し及び支給済みの手当の返還等に応
  じます。

氏 名

住 所

生年月日

フ リ ガ ナ

同居している
児童等

※離婚協議中であることを明らかにできる書類等については「離婚協議中であることを証明する書類例」をよくお読みの
　上、必ず添付してください。（新規申請時のみ）
　前年度から状況に変わりなければ、現況届（継続申立書）には添付不要です。

フ リ ガ ナ

離婚協議中等
であることを
証明する書類

氏 名

平成

令和

平成

令和

平成

令和

昭和

平成
氏 名

氏 名

電話番号

名 称 ：
住 所 ：

離婚に係る状況

別居している
配偶者等

（上記児童等の親）
の状況

生年月日

生年月日

勤 務 先

生年月日

生年月日

フ リ ガ ナ

申 立 書
継続申立書
変更申立書



横浜市長
令和　７年　６月　１日

請求者（申立人）

中 区 本町６－５０－１０

ヨコハマ　　ハナコ

横浜　花子

昭和・平成　６０年　　１２月　　１０日生

０９０ － １２３４ － ○△□×

17年　８月　３日

30年　３月　６日

 2年　５月　６日

60年　３月　４日

□　離婚協議中につき別居している □　離婚後別居している
（離婚日：令和　　年　　月　　日）

□　離婚協議を取りやめている（児童手当法第４条４項の規定に係る支給要件はなくなります）

□　離婚調停に係る調停期日通知書（又は呼出状）のコピー □　事件係属証明書

□　調停不成立証明書のコピー □　離婚裁判に係る控訴状の副本

□　弁護士等が作成した書類 □　協議離婚申し入れに係る内容証明郵便の謄本

※横浜市使用欄　

福祉コード＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

入力者 確認者

名 称 ：
住 所 ：

横浜○△□商会
横浜市西区〇〇町△－×

勤 務 先

離婚に係る状況

離婚協議中等
であることを
証明する書類

※離婚協議中であることを明らかにできる書類等については「離婚協議中であることを証明する書類例」をよくお読みの
　上、必ず添付してください。（新規申請時のみ）
　前年度から状況に変わりなければ、現況届（継続申立書）には添付不要です。

生年月日

別居している
配偶者等

（上記児童等の親）
の状況

フ リ ガ ナ ヨコハマ　タロウ 昭和

平成
氏 名

横浜　太郎
生年月日

横浜市緑区○○町△－□住 所

ヨコハマ　ジロウ 平成

令和
氏 名

横浜　二郎
生年月日

生年月日

電話番号

　　私は、児童手当法（昭和46年法律第73号）第４条第４項の規定に基づき、児童等と同居している者
  として、次のとおり申し立てます。
　　記載内容が事実と異なっていた場合は、児童手当の認定の取消し及び支給済みの手当の返還等に応
  じます。

同居している児童等

フ リ ガ ナ ヨコハマ　イチロウ 平成

令和
氏 名

横浜　一郎
生年月日

フ リ ガ ナ

フ リ ガ ナ ヨコハマ　サブロウ 平成

令和
氏 名

横浜　三郎

【記入例】
（現況）

児童手当の受給資格に係る
　　　　（同居優先）

住 所

フ リ ガ ナ

氏 名

申 立 書
継続申立書
変更申立書

（児童等との続柄：


	R7同居優先申立書
	申立書

	R7同居優先申立書記入例
	申立書 (記入例・現況添付用) 


